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令和元年静岡県高校生ロボット競技大会結果 

MCR 部門 

 ベーシックの部 

  

  アドバンスの部 
ゼッケ

ン 

学校名 所属 氏名 車名 決勝タイム 順位 備考 

107  
吉原工業 メカトロ研究部 長谷川嘉大 東北ずん子 14.24  1  優 勝 

102  沼津工業 電子科 課題研究 山本 如緯 朝顔 17.02  2  準優勝 

104  沼津工業 電子研究部 吉川 颯馬 青山ケイ素 17.30  3  第３位 

114  浜松工業 知的制御研究部 幸田 光海 AirQ 18.16  4  入 賞 

112  藤枝北 情報技術部 福井 喜朗 スパーズ 18.57  5  入 賞 

113  藤枝北 情報技術部 木田 忠邦 ハムたろす 999.99  6  入 賞 

 

自律制御型ロボット部門 

  優勝 相川学園静清高校  

  チーム名  軍艦納豆練り飴 

    2位 静岡県立島田工業高校 

  チーム名  MOYASI 

 

   3位 静岡県立科学技術高校  

  チーム名 ムシキング改 

 

 ４位  相川学園静清高校 

  チーム名 音子 

 入賞 

       静岡県立掛川工業高校 

チーム名 優勝しにきました 

静岡県立科学技術高校 

チーム名 香香 Jr． 

静岡県立浜松城北工業高校 

チーム名 翁 

静岡県立島田工業高校 

チーム名    S の２乗 

  

ゼッケ

ン 

学校名 所属 氏名 車名 決勝タイム 順位 備考 

3  吉原工業 電子機械科 小室 拳太 天上天下唯我独尊 22.34  1  優 勝 

8  科学技術 課題研究 伊藤 陵河 みるふぃーゆ 23.20  2  準優勝 

18  藤枝北 情報技術部 伊東 数馬 DMM.COM 24.67  3  第３位 

7  吉原工業 メカトロ研究部 望月 貴翔 コシの強いうどん 26.23  4  入 賞 

21  藤枝北 情報技術部 小長谷尚紀 ステップスタート 999.99  5  入 賞 

12  科学技術 課題研究 吉永  迅 カロリーゼロ 999.99  6  入 賞 







ＭＣＲ部門ベーシッククラス 

優  勝 
 

 所 属： 静岡県立吉原工業高等学校 

 氏 名：小室拳太 

 カーネーム： 天上天下唯我独尊 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉原工業高等学校 電子機械科３年 小室拳太 

 11 月に行われたジャパンマイコンカーラリー2017 東海地区大会は４位という結果

でした。この悔しさをばねに県大会は優勝を目指しました。 

 大会前日ぎりぎりまで練習し、自信をつけて大会に臨みました。 

大会当日、試走一走目は完走したものの試走二走目、本番一走目は完走できませんで

した。満ち溢れていた自信は、本番一走目で脱線した途端に不安に変わりました。 

そんな時に支えてくれたのは、先生方、先輩、周りのみんなでした。私は気持ちを切

り替え、本番二走目に挑みました。結果的に完走することができ、決勝でも良い走り

をすることができました。 

今回の結果は、支えてくれた先生方、先輩、周りのみんなのおかげです。その感謝

の気持ちを忘れず、全国大会でも良い結果が残せるように練習していきます。 



ＭＣＲ部門ベーシッククラス 

第二位 
 

 所 属： 静岡県立科学技術高等学校 課題研究 

 氏 名： 伊藤 陵河，天方 陽平，半田 彩乃，古谷 一馬 

 カーネーム： みるふぃーゆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表 伊藤陵河 

今回の大会で、私たちのチームはベーシッククラスで２位という結果を収めるこ

とができました。私たちの車は、科技高で前例のない前輪駆動で、車の設計からす

べて０からの挑戦でした。 

今年の４月から調整を頑張っていましたが、11月の東海大会では全国大会を逃し

てしまったので、今回の大会では悔いの残らない結果を残せるように毎日パラメー

タの調整を頑張っていました。大会の前日も何度も走らせて、少しで速く走れるよ

うに調整を続けたからこそ今回の結果を出すことができたと思います。しかし、1

位には一歩及ばなかったので少し悔しかったです。 

今回の２位という結果は、私ひとりでは残せなかったと思います。ここまで頑

張れたのも同じ班員のみんなが意見を出してくれたり、先生方がマイコンカーにつ

いて教えてくださったからです。全体を通して、協力することと諦めないことの大

切さを学ぶことが出来たのでとてもいい経験になりました。   

  



ＭＣＲ部門ベーシッククラス 

第三位 
 

 所 属： 静岡県立藤枝北高等学校 

 氏 名： 伊東 数馬 

 カーネーム： DMM.COM 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立藤枝北高等学校  伊東 数馬 

私は、今年度、はじめて、マイコンカーに取り組みました。 

この車体では昨年度までのステアリング用サーボを機種変更し、ステアリングの

応答特性を改善することで、速い走りのできる車を目指しました。しかし、車体の

製作が遅れ、プログラムの調整が遅れたのと、会場でプログラムを壊してしまい、

ジャパンマイコンカーラリー東海地区大会は悔しい思いをしました。 

その反省をもとに、プログラムを直し、調整をした結果、今回３位という結果を残

すことができ、非常に嬉しく思っています。また、校内では大会ほど大きなコース

で練習ができなかったので心配でしたが、大会本番では、上手く走りきることがで

き、良かったです。 

しかし、自分より、速い車がまだまだ、沢山あります。来年度以降の後輩には今

年度の結果を生かして、より軽量化・低重心化し、改善した車体でさらに上の走り

ができることを期待しています。 

お世話になった先生方にも少しですが、お返しができたと思います。 

ありがとうございました。        







ＭＣＲ部門アドバンストクラス 

優 勝 
 

 所 属：吉原工業高等学校 電子機械科 

 氏 名：長谷川嘉大 

 カーネーム：東北ずん子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉原工業高等学校 電子機械科３年 長谷川嘉大 

私は、第２６・２７回では両方とも決勝でコースアウトしてしまい５位・４位という結果だっ

たため、今回こそはと優勝を目指しました。そのため東海大会で不安だった部分を解消し

完走できるよう何度も走らせ調整をしました。また、先輩や周りのみんなにアドバイスをもら

い不安要素の多くを解消することができました。 

大会当日は１走目は完走できたものの２走目ではコースアウトしてしまいましたが、決

勝へ進むことができました。決勝では確実に完走するように予選でコースアウトした場所

を減速するようにしました。そしてついに決勝で完走し念願の優勝をすることができました

。 

この結果は、先生方や先輩方、周りのみんなに支えてもらったからこその結果だと思い

ます。このことを踏まえ、これからは自分が誰かの支えになれるよう行動していこうと思いま

した。 

  



ＭＣＲ部門アドバンストクラス 

第二位 
 

 所 属：静岡県立沼津工業高等学校 

 氏 名：山本 如緯 

 カーネーム：朝顔 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立沼津工業高等学校 電子科 山本 如緯 

まず、私はこの大会での上位入賞を課題研究活動の大きな目標として参加しました。 

当初は Basic クラスでの参加を予定し活動していましたが、担当の先生のご指導のもと Advanced

クラスへと切り替えました。これにより機体のボディ部分の構造からサーボモーター、アナログセン

サーなど様々な点が変更された為、１つ１つ理解しながら作業することがとても大変でした。また、

プログラムも Advanced クラス用に変更され、そこではロータリーエンコーダを用いた細かい速度制

御などを追加するなど、時間を費やす部分が多かったのも大変なポイントでした。 

大会当日、試走ではスタート直後の進行方向が高くなっている段差により 2 回ともセンサーアー

ムが跳ね上げられてしまいました。それによりスタートバーセンサーの設定がずれてしまい、本番

の 1 走目でスタートしないという想定外のことが起きました。かなり追い詰められた状況でしたが、

最後のチャンスの 2 走目を速度をかなり落とした設定で完走し、予選 5 位で何とか決勝に進むこと

ができました。 

決勝には当初予選の1 走目で試す予定だった設定で臨みましたが、幸いにも 2 位という結果を

残すことが出来ました。 

これらの活動や経験から、ひたむきに努力することの大切さ、技術面では正確さだけでなく臨

機応変に対応する力が必要なことなどを身をもって学ぶことができました。 

今後はここで得た知識を後輩たちに引き継ぎながら、今ある機体をより速く走れるように改良し

ていきたいと思います。  

  



ＭＣＲ部門アドバンストクラス 

第三位 
 

 所 属：静岡県立沼津工業高等学校 

 氏 名： 吉川 颯馬  向笠 智哉 

 カーネーム： 青山ケイ素 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立沼津工業高等学校 電子科 吉川颯馬 向笠智哉 

私たちは、部活の先輩からマイコンカーを受け継ぎ、改良を加え調整を行いました。主な部

分としては、モータードライブ基板やタイヤの作り替え、ギアの噛み合わせ調整およびソフトウェ

アの改造やパラメータ検討などでした。基板作成では今まで授業で行ってきたはんだ付けとは

違い、取付けの密度が高く小さな部品を取り付けるのに大変苦労しました。 

プログラムの調整では、数値を少しずつ変えてコースを走り切れる限界まで挑戦しました。途

中まではスムーズに行えたのですが、前日に同じ数値でやってもコースをうまく走らなくなった

りクランクで落ちてしまうようになり、チェックプログラムをかけて各部の動作確認をした上で、本

番では少し数値を落として走らせることになりました。 

今回の大会では、前日の不調が嘘のようにマイコンカーが走り、数値をあげても落ちることな

く、結果として３位という記録を残すことが出来ました。 

はじめての大会で苦労を重ねましたが、今後は次回に向けて改造と調整を行い、さらに速く

走るマイコンカーになるように頑張っていきたいと思います。  

 



自律制御ロボット部門



No. 学校名 チーム名 得点 1個目の時間(秒) 予選順位

1 掛川工業 ダイソン植田カスタム -1 40

2 浜松城北工業 己ンゴウ 0 10

3 掛川工業 ブラックタイガー 0 10

4 浜松城北工業 城北魂 0 10

5 浜松工業 Aoctagon -1 40

6 島田工業 8時丁度のあずさ2号 0 10

7 藤枝北 ハヤテん 0 10

8 島田工業 Sの2乗 3 24 4

9 浜松城北工業 魂の十八番 0 10

10 浜松工業 Triangle 0 10

11 浜松城北工業 ウィンドパワーⅡ 0 10

12 浜松工業 Turquoise 1 37 8

13 掛川工業 優勝しにきました 2 32 6

14 科学技術 ジョッキー 0 10

15 掛川工業 止まるんじゃねえぞ -1 40

16 島田工業 ０時丁度のあずさ０号 0 10

17 浜松城北工業 S´S兄弟 0 10

18 島田工業 MOYASI 3 21 3

19 科学技術 香香Jr． 2 59 7

20 島田工業 K2I1 0 10

21 御殿場 RAMPAGE 0 10

22 浜松城北工業 天晴！里好齢 0 10

23 科学技術 ムシキング改 2 20 5

24 浜松城北工業 豪快！里鷹敏 -1 40

25 静清 音子 4 20 2

26 浜松城北工業 リガ・Ｚ 0 10

27 科学技術 モノローグ 0 10

28 静清 軍艦納豆練り飴 5 15 1

29 浜松城北工業 翁 1 81 9

30 沼津工業 沼工2019 0 10

予選成績表





自律制御ロボット部門 

優  勝 

 

 所 属： 相川学園静清高等学校 

 氏 名： 西川 玄馬 佐藤 奏 

 チーム名： 軍艦納豆練り飴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静清高等学校 西川玄馬  佐藤奏 

僕達は、ロボットのここを改良したらもっと効率が上がるのではないか、プログラムをこ

うした方がもっと良くなるのではないかと改良を繰り返しました。そして練習をたくさん行

い、調整を繰り返したから今回の優勝があると思います。 

そして優勝してみて、今までの不安感やプレッシャーから解放され、安心感や、応

援してくれた先生方に感謝の気持ちと、やったぞという達成感がこみ上げてきました。

様々な感情が溢れ返りそうになりましたが一番強かったのは、嬉しいという感情です。 

僕達は、次の部員にこの技術を繋げるよう努力していきたいと思います。 

  



自律制御ロボット部門 

第二位 

 

 所 属： 静岡県立島田工業高校 

 氏 名： 石川 翼  長尾 涼介  森髙 枢士 

 チーム名： MOYASＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立島田工業高校  石川 翼  長尾 涼介  森髙 枢士 

・本マシンコンセプト及び工夫した点 

僕たちの作ったロボットは、前回作ったロボットを改良し、さらに使っていたプログラムを変

更しました。その結果、いままで二個を運べるやり方から、正確に１個ずつを乗せて確実に

得点をとれるような方法にしました。 

・苦労した点 

左右にぶれないように仕上げるにあたり、タイヤの配置を調整するために分解と組み立て

を繰り返すことが大変でした。 

・感想 

前回の大会では、予選落ちしてしまいました。しかし、今回ではロボットの修正や戦術を考

えた結果、2 位をとることができたので来年の大会に向けてさらに改良し、優勝を目指して

いきたいです。 

 

  



自律制御ロボット部門 

第三位 

 

 所 属： 静岡県立科学技術高校  

 氏 名： 村林 孝太郎､池ヶ谷 奏､望月 勇希､佐藤 征久､椿 智也 

 チーム名： ムシキング改 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 村林孝太郎 

マシンコンセプトは「クワガタ」です！ 

昨年製作した「ムシキング」をベースに、耐荷重の強化と高スピード化をしたロボットで

す。自重に耐えるボールキャスターに変更することで、初速と加速度を上げても走行精度

が高く、ミスの少ないロボットが実現できました。正確な走行性能とスピードを両立するプ

ログラムの調整には苦労し、準決勝では、スタート時の不調分を挽回できず惜敗しました。

来年は後輩たちが今年の試合を振り返って改良を重ね、活躍することを期待しています

。 

 



協 賛 企 業

株 式 会 社 ア イ エ イ ア イ

S U S 株 式 会 社

株式会社 駿河生産ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

応 用 電 機 株 式 会 社

株式会社ファイン電子機器

パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社

有 限 会 社 伸 明 工 業

株 式 会 社 テ ィ ー エ ー ビ ー

公益財団 天野工業技術研究所

協 賛 学 校

株 式 会 社 ア ー テ ッ ク

浜 松 情 報 専 門 学 校

静 岡 工 科 自 動 車 大 学 校

静 岡 産 業 技 術 専 門 学 校

静 岡 理 工 科 大 学

専門学校静岡電子情報カレッジ

沼 津 情 報 ･ ビ ジ ネ ス 専 門 学 校



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 静岡県⼯業⾼等学校⻑会 

共催 静岡県教育委員会静岡科学館「る・く・る」 

協賛 株式会社アーテック  株式会社アイエイアイ 

公益財団天野⼯業技術研究所   SUS 株式会社 

応用電機株式会社 静岡⼯科⾃動⾞⼤学校  静岡産業技術専門学 

静岡理⼯科⼤学 有限会社伸明⼯業  

株式会社駿河生産プラットフォーム    専門学校静岡電子情報

カレッジ(中村学園) 沼津情報・ビジネス専門学校    株式会社

ティーエービー    パナソニック株式会社 浜松情報専門学校 

株式会社ファイン電子機器 

 （ 敬称略 50 音順 ） 
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